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とえば 1861 年の下院文書を見てみよう。19 世
紀の半ばから後半は、イギリス議会資料がもっ
とも充実した時期であり、1861年のセッション
はおおよそ 500 ページほどの本 69 冊からなっ
ている。法案には多種多様なものが含まれるが、
なかには「死亡した妻の妹との結婚を許可する
法律」といった法案もある。同じ年の委員会報
告書のなかには、その2年前にインド・ベンガ
ル地方を揺るがし、植民地土地行政のみならず
「ネイティブス」の言論形成の契機ともなった、
藍の強制栽培に対する農民の抵抗運動に関する
特別委員会の報告書「藍騒擾に関する報告書」 
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